
UCHINADA
U c h i n a d a  T o w n  P u b l i c  I n f o r m a t i o n  M a g a z i n e  広報うちなだ

大好き！うちなだ！！

32006 N0.518

主な内容

■特集 人生をいつまでも輝かせるために…………………

■石川県知事選挙・石川県議会議員補欠選挙のお知らせ …

■国民健康保険会計について ………………………………
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このままいくと近

い将来には超高齢

社会に突入する日

本。それは回避す

ることができない

事実です。問題は深

刻ですが、その中で

も一人一人が豊か

な人生を築くため

には、どうしたらいいのでしょうか。今回はいわゆる高齢者

と呼ばれている方々を取材させていただきました。

織田信長が桶狭間の合戦の前に舞ったとされる敦盛の有

名な部分「人間五十年、下天のうちを…」。昔、人生は50年

でした。さて、では昭和22年の統計資料で日本の平均寿命

をみてみると…、男性50．06歳、女性53．96歳と、やっ

ぱり人生は50年だったようです。その後の日本は猛烈な平

均寿命の伸びを見せます。実はこれほど平均寿命が急速に伸

びた国は世界中どこを探しても他にありません。そして今や

日本人の平均寿命は男性78．64歳、女性85．59歳で、世

界一の長寿国となりました。

65歳以上の人口が国民の7％を超える社会を高齢化社会

といい、14％を超えると高齢社会とよびます。そして25％

を超える社会を超高齢社会というのですが、日本は現在高齢

社会にあり、着々と超高齢社会に向かっています。人類はい

まだそのような社会を経験したことがありません。世界最速

の長寿化を経験した日本は、世界一の長寿国となり、そして

いま世界で初めて超高齢社会を迎えようとしています。お手

本はどこにもありません。

すべては数字が示しているように、さらなる高齢化という

問題は避けることができません。古来人間は、永遠の命を追

い求めてきました。元気で長生きすること、それは誰しもの

願いです。では心も体も元気に過ごすためには、一体どうす

ればいいのでしょうか。

人生をいつまでも輝かせるために 
高齢社会、生きがい、生涯現役 
 

高齢者の活力なくして地域の繁栄なし 

人生をいつまでも輝かせるために 人生をいつまでも輝かせるために 

人生８０年の時代

世界で初めて超高齢社会を迎える国、日本

健康で元気に長生き

内 町では、現在４つの町会で高齢者を対象とする「いきいきサ

ロン」が開催されています。

今回は２月１４日（火）に開催された緑台のいきいきサロン「みどり」

におじゃましました。昨年１０月に第一回が行われ、以来月に一度の

ペースで開催され、今回で５回目を迎えます。当日は３０名ほどが集

まり、保健師さんを講師に、体力アップ、健康維持のためのトレーニ

ング方法などを教わりました。

いきいきサロン「みどり」は、町会長を委員長とし、老人会、民生

委員、ボランティアなどで構成された運営委員会により運営されて

います。

意欲をわきたて、心身ともにすこ

やかに過ごすために、高齢者の

方々自身が考えて運営していくサ

ロン。笑いが絶えず、皆さん本当に

いきいきとしていました。

緑台町会長
河越正雄さん

毎年秋に行われている高齢者スポーツ大会
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昨年の１２月１０日（土）内 町にシルバー人材センターが設立されました。

シルバー人材センターは高齢者が会員となり、臨時的・短期的な仕事を引き受け会員に提供する自主、自

立、共働、共助をモットーに活動する団体です。現在会員数１０３名（平成１８年２月１５日現在）、技術や経験を活

かしたいという人、人の役にたちたいという人、仲間と楽しく過ごしたいという人たちが集まって働いてい

ます。そんなシルバー人材センターの会員さんの仕事中にインタビューしましたので紹介します。

「生きがいを得ることができれば、なによりです」
硯
すずり

で墨
すみ

をすり、使い慣れた筆を使い、一枚一枚慎重に丁寧
ていねい

に宛名を書き続ける箕
み

崎
さき

隆
たか

敏
とし

さん（６７）。今回箕崎さんが請け負った仕事は、毛筆での宛名書きで封筒の数は全部で

３２１件。若い頃に書道を習い、以来趣味で続けてきましたが、仕事として字を書くのは初

めてとのこと。自分の趣味、特技を活かせればと思い請け負ったそうです。

「神経を使い続けなければならないので、思っていたよりも疲れますし時間もかかります。

大変なこともありますが、健康を害さない範囲で続けていければ、と思っています。」

と語る箕崎さん。事務系の仕事にずっと従事され定年を迎えた後のしばらくの間は、ふ

と社会に置いていかれているような感覚を覚えることもあったそうです。センターに加入することで「生きがい

を得られればなにより」と語ってくださいました。

箕
み

崎
さき

隆敏
たかとし

さん（６７）

「一人だったら続きません、皆でやるからできるんです」
まだ雪が残る２月上旬、町内の公園で倒木の処理作業をするのは大方

おおかた

満さん（７１）。５

年ほど前から内 町の公園清掃作業などに従事してきましたが、その仕事がシルバー

人材センターに発注されることになったので、入会したそうです。若い頃に木材関係の

仕事に就
つ

いていた経験があり、のこぎりやなたの扱いはお手の物。

「趣味であろうが仕事であろうが、外に出ることが重要なのではないでしょうか。ずっ

と家の中にいたって仕方ない。外に出て皆で世間話でもしていれば気も晴れますしね。」

と語ります。６０歳をこえたあたりから、一年一年体力が低下していくのを感じたそう

です。請け負っている仕事は肉体労働。いつまで続けられそうですか？という問いに「７５、６までは大丈夫

かなぁ。」と答えてくださいました。まだまだお元気です。

大方
おおかた

満
みつる

さん（７１）

「動けるうちは動いていた方がいい」
内 町産業会館の２階の一室で手際良く障子張りをするのは田

た

中
なか

勝
かつ

司
し

さん（７３）。２０年

間ほど表具の仕事をしたことがあり、その経験を活かせる仕事があると聞きつけシルバー

人材センターに入会したそうです。

「慣れた仕事ですので、それほど大変ということはありませんよ。表具の会社を辞めたあと

も、忙しい時などには呼ばれてもいたので、それとあまり変わりません。とにかく動けるう

ちは動いていた方がいいと思います。」

と語る田中さん。熟練の技術というものは、年齢がいくつになっても衰えるものではありま

せん。今回の仕事は障子大小合わせて１６枚。きれいに張り替えられた障子はまさにプロの仕事でした。

田
た

中
なか

勝
かつ

司
し

さん（７３）

内 町シルバー
人材センター事務局長
菊池亨さん

事 務 局

一 言
から

みつる
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２月１日、アカシアにお住まいの中村幸次郎さんが、めでたく満１００歳の誕生

日を迎え、八十出町長が長寿祝金や花束を手渡し長寿をお祝いしました。

中村さんは明治３９年２月１日生まれ。乾布摩擦や散歩をはじめ、自室の掃除

をするなど大変お元気で、新聞にも目を通されます。とにかく１００歳とは思え

ないくらいお元気な中村さん。そんな中村さんに元気の秘訣などをお伺いし

ました。

―― 長生きの秘訣はありますか？

「春、夏、秋は乾布摩擦をする

ことです。冬は室内を暖かくして

行います。起床後１０分くらいです

が、朝食前に１日も欠かさずに行

います。これが毎日の日課です。

皆さんも見習って、やってみてく

ださい。病気はしませんよ。ただし、病人はしないこと

が条件です。」

―― 生きがいはありますか？

「生きがいとはその人の今日の生活の出来事です。出

来得る限り努力することが必要です。私は何かにつけ興

味を持って努力しております。そして楽しむこと。人生

はすべてそうしなければ意味がありません。」

―― 今から老後を迎える方へメッセージはありますか？

「十分食事に気を付けて消化の早いものを食べてくだ

さい。消化に時間のかかる食物は食べないこと。胃腸

を損じないようにすることです。消化が一番大切です。」

――　趣味はありますか？

「朝食前のラジオ体操や、朝のマッサージ等です。ニ

ュースを聞いたり、冬以外は朝に散歩もします。また、

毎朝新聞を読みます。最近は良いニュースもあれば、良

くない事件もたくさん起こっています。これをどこかで

起こっている事件だと言ってそのまま読み流すのではな

く、自分に照合してみて自分の生活上為すことで何か悪

い部分がないか考え、そして悪い部分がみつかれば改善

していきます。これが大事なことです。」

中村さんがアカシア団地に入居したのは昭和３５年４

月。まわりに何もなく野原の上に家が建っているようで、

電気、水道、ガスの設備もなかったそうです。夜はラン

プ、ローソクで明かりをとり、火をおこす燃料にはアカ

シアの枯木を使っていたそうです。

「冬は大変苦しい生活でした。しかし今日では建てて

良かったと思っています。思えば苦労もしてきました。

７２歳まで働きました。でも将来を楽しみにして働いて

きました。今でも明日は何をしようか、何か楽しみはな

いかといつも考えます。苦しい時に人が助けてくれるか

どうかはわかりません。人は人、我が身は我が身、自分

の将来をしっかり考えなければいけませんよ。」

と語る中村さん。中村さんの言葉は豊かな経験から紡
つむ

ぎ出された言葉であり、その多くに教えられることがあ

ります。またインタビュー中もとにかく素敵な笑顔を見

せてくださるのです。中村さんは、豊かに生きるという

ことの意味を知り、その方法を実践しているように感じ

ました。

中村幸次郎さん

年をとることは否定的にとらえられる場合が多いもの。確

かに年を重ねれば年々体力は衰え、病気の危険性も高まりま

す。しかし意識はしないにしても何にも代え難い経験、知恵

が蓄積していくのも事実なのだと思います。

心の健康は体の健康、経済的健康とともに重要なものです。

高齢者の心の健康に関しては積極的な社会への参加が、生き

がいの増加へ繋がっている場合が多いといいます。今回取材

させていただいた皆さんも、何かしらの生きがいを感じ、輝

いていたように思います。否定的に受け止めるどころか、む

しろ成熟した老年期こそ人生の中で本当の豊かさを実現で

きる時期ではないか、と感じました。最後に、江戸時代の学

者である貝原
かいばら

益軒
えきけん

の言葉を紹介します。

「老後一日も楽しまずして、空しく過ごすはおしむべし。老
後の一日、千金にあたるべし。」

趣味だった写真を八十出町長に
見せる中村さん

当時の様子を
伝えるアルバム

入居当時の
アカシアの様子を
文章で書いてくれました。
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●昭和６１年３月２０日以前に生まれた人

内 町で投票できる人

年齢要件

●平成１７年１２月９日以前に内 町に転入届をし、引き続き平成１８年３月１９日
まで住所を有する人

●内 町の選挙人名簿に登録されている人で平成１７年１１月１９日以降に転出
をし、県内の他市町へ転入届出をされた人。（この場合、最寄りの市町長の交
付する証明書が必要です。）

※ 一部例外も有りますのでご不明な点につきましては町選挙管理委員会へお問い合わせください。

住所要件

～ かがやける　未来へのかけ橋　この一票 ～
投票時間は、午前７時から午後８時までです。

投票所は次のとおりです

選挙公報を配布される皆様へ
選挙公報については、地区公民館の協力をえて、各地区でチラシ等を

配付される方 （々班長さんなど）にお届けしますが、今回、配付していた
だく日数が少なく（３月１７日配付期限）、各地区の配布される皆様には、ご
多忙中誠に恐縮ですが、選挙公報が届きましたら至急各世帯に配付して
いただきますようお願い申し上げます。

お願い

第１投票区（向粟崎１～５丁目、旭ヶ丘） 向粟崎公民館

第２投票区（アカシア、向陽台） 向陽台公民館

第３投票区（緑台） 緑台公民館

第４投票区（千鳥台） 千鳥台公民館

第５投票区（鶴ヶ丘１～３丁目） 鶴ヶ丘東公民館

第６投票区（鶴ヶ丘４丁目） 鶴ヶ丘西公民館

第７投票区（鶴ヶ丘５丁目、大根布と） 鶴ヶ丘北公民館

第８投票区（大根布１～８丁目） 大根布小学校

第９投票区（大清台、大学、ハマナス） 大清台公民館

第１０投票区（宮坂、北部土地区画） 勤労者体育センター

第１１投票区（西荒屋、室、湖西） 西荒屋公民館

みんなの一票大切に！
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国
民
健
康
保
険
会
計

年
々
増
え
つ
づ
け
る
医
療
費
を
少
し
で
も

抑
制
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
内

町
で
は

医
療
費
分
析
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
国
保
医
療
費
の
特
徴
が
次
第
に
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
左
記
か
ら
は
町
の
医

療
費
の
特
徴
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
１６
年
9
月
末
の
被
保
険
者
数
7，
7

2
2
人
の
う
ち
、
６５
歳
以
上
の
被
保
険
者
数

は
2，
7
3
8
人
で
3
5．
5
％
で
す
が
、
こ

の
方
達
で
6
4．
4
％
の
医
療
費
を
使
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
グ
ラ
フ
１
）

６５
歳
以
上
の
方
が
、
ど
の
よ
う
な
病
気
で

医
療
費
を
使
っ
て
い
る
の
か
を
調
べ
た
の
が

グ
ラ
フ
2
で
す
。

医
療
費
を
多
く
使
っ
て
い
る
上
位
4
疾
病

の
う
ち
、
新
生
物（
癌
）や
筋
骨
格
系（
骨
折

等
）は
遺
伝
や
加
齢
に
伴
っ
て
発
症
し
や
す

い
疾
病
と
さ
れ
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
り

未
然
に
防
ぐ
の
は
難
し
い
病
気
で
す
。
し
か

し
、
循
環
器
系
疾
患（
心
筋
梗
塞（
狭
心
症

含
む
）・
脳
血
管
疾
患
・
高
血
圧
等
）や
内
分

泌
疾
患（
糖
尿
病
等
）は
、
生
活
習
慣
の
改
善

で
病
気
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

と

さ
れ
て
い
ま
す
。

3

グラフ1

3

グラフ2

全
体
医
療
費
の
６４
％
以
上
を

６５
歳
以
上
の
方
で
占
め
て
い
る

内

町
に
お
け
る

医
療
費
の
特
徴

循
環
器
系
・
内
分
泌
疾
患
で

３７
％
の
医
療
費
を
使
っ
て
い
る

内 町国民健康保険特別会計の平成17年度収支見込（17年12月末支払実績から推計した

収支）は、平成16年度に引き続き赤字を計上する見込となります。

長引く景気の低迷から被保険者の所得水準の低下により、一人当り保険税調定額（納めてい

ただく保険税額）は年々下降を続け、5年前の平成13年度医療分において77,414円の水準

にあったものが、平成17年度においては8.6%減の70,768円に落ち込みました。また、歳

出の老人医療費拠出金や介護納付金を含む保険給付費等の平成17年度見込は、5年前と比較

すると3億5千万円（20％）増の約21億円に膨れ上がる見込となり、これらの要因により、借

入金を除く収支は約1億3千万円の赤字を計上する見込となります。

国保制度は、必要な医療給付費に対して約50％を国などからの補助金、残り50％を被保険

者からいただく保険税で賄うことになっており、保険税率の引上げは、「待ったなし」の状況に

あります。



糖
尿
病
患
者
の
合
併
症
状
況
を
調
べ
た
の

が
グ
ラ
フ
3
で
す
。

平
成
１６
年
の
あ
る
１
ヶ
月
分
の
医
療
費
を

詳
し
く
調
べ
た
と
こ
ろ
、
糖
尿
病
で
治
療
し

て
い
る
患
者
3
4
3
人
の
う
ち
、
3
8．
2
％

の
1
3
1
人
が
網
膜
症
、
神
経
障
害
、
腎
症

の
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
が
判

り
ま
し
た
。
ま
た
、
重
篤
な
健
康
障
害
で
あ

る
虚
血
性
心
疾
患（
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
等
）

や
脳
梗
塞
の
発
症
率
も
３０
％
前
後
あ
る
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

次
に
、
虚
血
性
心
疾
患（
狭
心
症
・
心
筋
梗

塞
等
）の
合
併
症
状
況
を
調
べ
た
の
が
グ
ラ

フ
4
で
す
。

虚
血
性
心
疾
患
を
治
療
し
て
い
る
患
者
1

5
8
人
の
う
ち
、
５０
％
を
越
え
る
人
が
糖
尿

病
・
高
脂
血
症
・
高
血
圧
症
も
併
発
し
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
グ
ラ
フ
5
か
ら
は
、
糖
尿
病
だ

け
を
治
療
し
て
い
る
人
よ
り
高
脂
血
症
や
高

血
圧
症
・
高
尿
酸
血
症
を
合
併
し
て
い
る
人

の
方
が
虚
血
性
心
疾
患
や
脳
梗
塞
を
発
症

す
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

町
の
平
成
１７
年
の
健
診
結
果
を
ま
と
め

る
と
、
肥
満
度
の
項
目
で
男
性
の
２５
％
が
肥

満
傾
向
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
国

の
平
均
が
２０
％
で
あ
る
た
め
、
内

町
の
男

性
は
全
国
の
中
で
も
肥
満
傾
向
の
人
が
多
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
の
診
断

基
準
と
な
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ（
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
を
み
る
と
、
平
成

１６
年
度
内

町
の
５０
〜
６４
歳
の
糖
尿
病
に

な
る
恐
れ
の
あ
る
人
の
割
合
（
有
所
見
率
）

は
男
性
で
3
6．
3
％
、
女
性
で
2
4．
3
％

で
あ
り
、
こ
れ
は
男
女
と
も
石
川
県
全
体
の

有
所
見
率
（
男
性
3
2．
3
％
、
女
性
2
3．

0
％
）よ
り
多
く
、
内

町
は
糖
尿
病
予
備

軍
の
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

う
ち
な
だ
健
康
プ
ラ
ン
２１
で
も
糖
尿
病
・

循
環
器
疾
患
を
あ
げ
、
取
り
組
み
を
始
め
て

い
ま
す
。

医
療
費
分
析
と
健
診
の
結
果
か
ら
、
内

町
で
は
糖
尿
病
予
備
軍
の
方
や
肥
満
傾
向

の
方
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
方
達
を

対
象
に
糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー
と
肥
満
予
防
の
ヘ

ル
シ
ー
（
減
る
脂
）
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
糖
尿
病
は
、
食
事
や
生
活
習
慣
を
改
善

す
る
こ
と
で
網
膜
症
や
腎
症
な
ど
の
合
併
症

を
起
こ
さ
ず
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
参

加
者
は
、
体
重
が
減
り
、
生
活
習
慣
や
検
査

値
も
改
善
し
、
予
防
の
た
め
の
生
活
を
始
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
方
に
健
康
実
態
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
健
康
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

た
め
に
、
保
健
師
が
公
民
館
等
に
出
向
き
、

健
康
講
座
も
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

健
康
に
生
活
す
る
た
め
に
町
民
全
体
で
、

身
体
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

7
2006.3.5

国
民
健
康
保
険
会
計

グラフ4

※ 

※網膜症、神経障害、腎症の合併症 

グラフ3

健
診
の
結
果
で
も

糖
尿
病
予
備
軍
が
多
い

循
環
器
系
疾
患
患
者
の
中
に
も

糖
尿
病
を
多
く
併
発
し
て
い
る

糖
尿
病
は
合
併
症
に
よ
り

重
篤
な
健
康
障
害
を
引
き
起
こ
す

糖
尿
病
・
循
環
器
疾
患
予
防

を
町
の
健
康
課
題
に

グラフ5
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生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

２００６内　町生涯学習フォーラム ２００６内　町生涯学習フォーラム 

●期 日：３月１２日（日）

●場　所：内 町文化会館　大ホール

●開　場：午後１時

●開　演：午後１時30分

・第１部 ◆かみしばい ｉ－さんかく座

◆基調講演　講師　安藤和津さん

（エッセイスト）

演題「明日を素敵に生きるには」

・第２部 ◆コンサート　VOX OF JOY

（ゴスペル・コーラス・ユニット）

●その他：入場無料、全席自由、託児ルーム有り、

講演には手話通訳有り

●主　催：内 町、内 町教育委員会、

内 町公民館協議会

●問い合わせ先：内 町教育委員会

生涯学習課　1286-6716

皆様のご来場をお待ちしております。

i-さんかく座

（石川県男女共
同参画推進員と

白山市とが

共同で、男女共
同参画社会のい

ち早い到来

を願い結成。）

「俺のパンツど
こ？」

妻が事故で入院
、それは大変だー

。

何が大変？夫は
一人で掃除、洗濯

、

食事、できるかな
？

上演

題名

「明日を素敵に
生きるには」

今回は「子育て」「家庭・家

族」をテーマに、エッセイス

トの安藤和津さんに「明日を

素敵に生きるには」と題して

講演をしていただきます。

日々の暮らしの中で家族

から学ぶものや親子のコミ

ュニケーションなどを安藤さ

んの経験を盛り込みながら、

家族の役割、大切さを気づかせてくれるお話です。

演題

2005年5
月に行われた
スターダスト
レビュー金沢
講演での共演
をきっかけに
ジャンルを越えて様々なスタイルの実力派ヴォーカリストが集って結成。「ＶＯＸ＝声」「ＪＯＹ＝喜び」の言葉の通り、喜びと感謝をテーマに、ゴスペルに限らず、大きな愛をテーマにしたポップスやスタンダートの名曲をオリジナルアレンジして取り上げ、聴く人の心に届く音楽を皆さんに♪♪
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世
界
の
凧
の
祭
典

●大会名称 第１８回　内 町世界の凧の祭典２００６
第１５回　スポーツカイト日本海チャレンジ
第１８回 日本海凧揚げ大会
第２８回 日本の凧の会国際凧揚げ大会

●日 程 平成１８年 5月3・4日
●会　　場 内 海水浴場特設会場

※詳細は、4月号広報でお知らせします。

●参 加 資 格 手作り凧（大凧、連凧等）をお持ち
の方なら、個人・グループを問わず
参加できます。

●大会参加費 無料
●申 込 締 切 4月7日（金）
●参加申込み 〒920-0292
問い合せ先 内 町大学1丁目2番地１

内 町教育委員会　生涯学習課内　
世界の凧の祭典実行委員会事務局
TEL  286-6716（直通）
FAX 286-6714
E-mail
shogaigakushu@
town.uchinada.lg.jp
※参加申込書は、生涯学習課に用
意しております。また、町ホームペ
ージからもダウンロードできます。

実行委員会では、大会運営に携わるボランティアス
タッフを募集します。
●日 時 5月3日（水・祝）午後4時～午後１０時

5月4日（木・休）午前8時～午後5時
※終了時間は予定（見込）です。

●募 集 人 員 ３０名
●応 募 期 限 3月３１日（金）
●応募・問い合わせ先

左記同様

今年も、内 海水浴場特設会場を舞台に世界の
凧の祭典が開催されます。今年は、“世界最大”
（1,000m2）の大凧が内 にやってきます。この驚
愕の大凧を一目見に、是非、特設会場へご来場くだ
さい。

●応 募 期 限 3月３１日（金）
●参加者負担金 ２０,０００円（テント１張）
●応募・問い合わせ先

内 町商工会
〒920-0271
内 町鶴ヶ丘２丁目１６１番地
TEL 286-4200
FAX 286-4290

ホーム イベント案内

▲

▲

▲

お祭り・イベント

第１８回内 町世界の凧の祭典2006

※1月9日 東京・晴海にて
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図
書
館

新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

ま
っ
て
い
ま
す

だ
れ
か
が

と
び
ら
を

ひ
ら
い
て
く
れ
る
日
を

フ
ェ
ア
リ
ー
の
む
ら
に

ご
し
ょ
う
た
い
し
よ
う
と

ま
ち
つ
づ
け
て
い
る
の
は

ゆ
め
み
る
ヒ
ロ
イ
ン

は
て
し
な
い

せ
か
い
を

ご
あ
ん
な
い
し
よ
う
と

は
り
き
っ
て
い
る
の
は

ぼ
う
け
ん
か
の
ヒ
ー
ロ
ー

ふ
し
ぎ
な
く
に
へ

た
び
し
よ
う
と

け
い
か
く
ち
ゅ
う
の

し
ろ
い
ひ
げ
の

は
か
せ

み
ん
な

ま
っ
て
い
ま
す

と
び
ら
が

ひ
ら
か
れ
る
日
を

ほ
ん

こ
や
ま

峰
子

こ
や
ま
　
峰
子
詩
集

『
か
ぜ
の
ア
パ
ー
ト
』

こ
や
ま
　
峰
子
　
朔
北

さ
く
ほ
く

社し
ゃ

刊

絵
本
画
家
・
作
家
タ
ー
シ
ャ
の
百

冊
以
上
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
か
ら

抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。
子
ど
も
、

コ
ー
ギ
、
猫
、
鳥
、
風
景
、
身
近
な

人
々
や
動
物
…
…
。
そ
れ
ら
は
彼

女
の
暮
ら
し
と
豊
か
な
心
の
記

録
。
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
は
、「
私
の

宝
物
」と
タ
ー
シ
ャ
は
語
る
。

タ
ー
シ
ャ
・
テ
ュ
ー
ダ
ー
　
著

『
タ
ー
シ
ャ
の

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
』

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
有
名
な
肖
像

画「
モ
ナ
・
リ
ザ
」。
モ
デ
ル
と
さ

れ
る
女
性
は
あ
る
商
人
の
二
番
目

の
妻
と
の
説
が
有
力
だ
が
、
確
証

は
な
い
。
謎
の
女
性
の
生
涯
、
夫

や
家
族
の
生
活
を
描
く
。
果
た
し

て
長
年
の
モ
デ
ル
論
争
に
終
止
符

を
打
つ
こ
と
が
で
き
る
か
？

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
パ
ッ
ラ
ン
テ
ィ

著

『
モ
ン
ナ
・
リ
ー
ザ
』

福
岡
国
際
マ
ラ
ソ
ン
を
舞
台
に

し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
。
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
レ
ー
ス
展
開
と
リ
ア
ル
な
心

理
描
写
が
、
読
者
を
魅
了
す
る
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
思
惑
、ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
の
野
望
が
交
錯
。
野
生

動
物
研
究
家
と
し
て
の
顔
も
持
つ

著
者
の
ユ
ニ
ー
ク
な
物
語
を
楽
し

み
た
い
一
冊
。

鳥
飼

と
り
か
い

否
宇

ひ

う

著

『
激
走

福
岡
国
際
マ
ラ
ソ
ン
』

今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

今
月
は
、
お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊（
石
川
県
内
の
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）が
来
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
！

３
月
11
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

白
山
市
か
ら「
白
山
麓
お
は

な
し
の
会
」の
松
田
あ
や
こ
さ

ん
が
、
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み

聞
か
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

さ
て
、ど
ん
な「
お
は
な
し
会
」

に
な
る
で
し
ょ
う
か
？
お
楽
し

み
に
！

家
族
揃
っ
て
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
ね
！

◆
土
曜

お
は
な
し
会

日
時

場
所

ヒ
グ
マ
が
育そ

だ

て
る
森も

り

前ま
え

田だ

菜
穂
子

な

お

こ

道
三

ど
う
さ
ん

堀ぼ
り

の
さ
く
ら

山
本

や
ま
も
と

一
力

い
ち
り
き

小ち
い

さ
く
生う

ま
れ
た
赤あ

か

ち
ゃ
ん
の
安
心

あ
ん
し
ん

育い
く

児じ

ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
／
編へ

ん

60
歳さ

い

か
ら
の「
生い

き
る
意
味

い

み

」
森
村

も
り
む
ら

誠
一

せ
い
い
ち

英
国

え
い
こ
く

、
花は

な

か
ら
は
じ
ま
る
旅た

び
並な

み

木き

容よ
う

子こ

た
っ
た
４
０
０
字じ

で
説
得

せ
っ
と
く

で
き
る
文
章

ぶ
ん
し
ょ
う

樋ひ

口ぐ
ち

裕
一

ゆ
う
い
ち

ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
の
群
像

ぐ
ん
ぞ
う

星ほ
し

亮
一

り
ょ
う
い
ち

小こ

林
ば
や
し

ハ
ル
光

ひ
か
り

を
求も

と

め
た
１
０
５
歳さ

い

小こ

林
ば
や
し

ハ
ル
／
語

か
た
り

わ
た
し
が
経
験

け
い
け
ん

し
た
魂

た
ま
し
い

の
ス
ト
ー
リ
ー

日
野

ひ

の

原は
ら

重
明

し
げ
あ
き

手て

作づ
く

り
で
心

こ
こ
ろ

を
伝つ

た

え
る
か
わ
い
い
孫ま

ご

へ
の
贈お

く

り
物も

の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

し
ゅ
っ
ぱ
ん

世せ

界か
い

の
車
窓

し
ゃ
そ
う

か
ら
　
全ぜ

ん

10
巻か

ん

テ
レ
ビ
朝あ

さ

日ひ

バ
ッ
プ

わ
く
ら
ば
日に

っ

記き

朱し
ゅ

川か
わ

湊
人

み

な

と

奥お
く

の
細
道

ほ
そ
み
ち

を
ゆ
く
　
全ぜ

ん

10
巻か

ん

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

（
ビ
デ
オ
）

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

図書館に対するご意見ご感想をお寄せ
ください。図書の所蔵や予約は電話やFAX
でも受け付けます。また、ご自宅のパソコン
から図書の検索、予約ができますが、インタ
ーネット予約には事前の登録が必要です。

286-1930
286-1931

http://www.town.uchinada.
ishikawa.jp/osirase/toshokan

TEL
FAX
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消
防
だ
よ
り

◆
春
季
火
災
予
防
運
動
「
3
月
20
日（
月
）〜
3
月
26
日（
日
）」

◆
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
い

小
濱
神
社
で
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

標

語
「
あ
な
た
で
す

火
の
あ
る
く
ら
し
の

見
は
り
役
」

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防
の
よ
り
一
層
の

普
及
と
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
事
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

特
に
こ
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
等
が
原
因
で
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
の
で
、
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
防
火
指
導
等
の
行
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
又
、
３
月
26
日（
日
）午
前
８
時
か
ら
白
帆
台
地

区
に
お
き
ま
し
て
、
消
防
本
部
・
消
防
団
合
同
の
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

尚
、
12
時
、
17
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

四
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

④

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

昭
和
24
年
１
月
26
日
、
法
隆
寺
金
堂

壁
画
が
火
災
で
焼
失
し
た
の
を
教
訓
に
、

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
等
の
災
害
か
ら

守
り
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
目
的
で
文

化
財
防
火
デ
ー
が
制
定
さ
れ
、
全
国
各

地
で
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
町
で
は
、
１
月
22
日（
日
）内

町

指
定
文
化
財
で
あ
る
小
濱
神
社
に
お
い

て
、
落
雷
に
よ
り
住
宅
部
分
か
ら
出
火

し
、
拝
殿
な
ら
び
に
本
殿
に
延
焼
拡
大

中
と
の
想
定
で
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
訓
練
で
は
神
社
総
代
の

皆
さ
ん
が
重
要
物
を
素
早
く
安
全
な
場

所
へ
運
び
出
し
、
ま
た
消
防
署
及
び
第

二
分
団
か
ら
も
消
防
車
両
が
出
動
す
る

な
ど
、
神
社
総
代
と
消
防
が
一
体
と
な

っ
て
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
に
は
神
社
関
係
者
に
よ

る
消
火
器
取
扱
い
訓
練
を
行
い
、
万
一

の
場
合
の
初
期
消
火
を
体
で
体
験
し
ま

し
た
。
又
、
消
防
署
職
員
に
よ
る
火
災

警
報
機
の
作
動
状
況
の
確
認
な
ど
を
行

い
、
万
一
の
場
合
に
備
え
ま
し
た
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
義
務
化

住宅用火災警報器実物写真

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
８
〜
９

割
は
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ

防
止
の
た
め
に「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
一
般
の
住
宅

の
寝
室
及
び
階
段
に
は
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
、
新
築
の
住
宅

等
は
平
成
18
年
の
６
月
か
ら
、
現
在

お
住
ま
い
の
住
宅
等
は
平
成
20
年

５
月
31
日
ま
で
に
、
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

尚
、
消
防
本
部
等
で
は
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
販
売
を
い
た
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
悪
質
な
訪
問
販

売
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
詳
細
は
内

町
消
防
本
部

予
防
課
ま
で

1
２
８
６-

３
３
０
１

あ
る
日
の
田
中
家
。

妻
が
突
然
の
事
故
で
入
院
！！

さ
あ
、
大
変
だ
ー
。
何
が
大
変
？
夫

は
一
人
で
掃
除
、
洗
濯
、
食
事
で
き

る
か
な
ぁ
？

今
年
の
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
白
山
市
の
男
女
共
同
参
画
啓

発
グ
ル
ー
プ
ｉ
―
さ
ん
か
く
座
の

皆
さ
ん
に
よ
る
紙
芝
居
が
上
演
さ

れ
ま
す
。

身
近
な
日
常
生
活
の
中
で
の
意

識
改
革
が
大
切
と
、
座
員
手
づ
く

り
の
紙
芝
居
を
持
っ
て
多
方
面
に

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
て
さ
て
、
田
中
家
の
一
大
事
の

顛
末
は
ど
う
な
る
の
か
、
3
月
12
日

文
化
会
館
で
見
届
け
て
下
さ
い
。

皆
様
の
ご
来
場
、
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

先
月
実
施
し
ま
し
た
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
集
計
結
果
概
要

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
す
る
予
定

で
す
。

紙
芝
居

「
俺
の
パ
ン
ツ

ど
こ
？
」

紙
芝
居

「
俺
の
パ
ン
ツ

ど
こ
？
」

まちづくり政策部企画財政課
女性施策推進室

●電話 286－6723
●FAX 286－0617
●e-mail
danjyo@town.

uchinada.lg.jp
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

１
月
26
日（
木
）北
部
保
育
所
で
英
語
教
室

「
Ｆ
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｕ
Ｎ

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。
先
生
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
津
幡
千
春
さ

ん
。
３
歳
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ク

イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
の
中
で
楽
し
く
遊
び
な
が
ら

英
語
に
触
れ
ま
し
た
。
す
ご
ろ
く
遊
び
で
は

各
マ
ス
に「
Ｌ
ｏ
ｓ
ｅ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｎ
」や「
Ｇ
ｏ
ｂ

ａ
ｃ
ｋ
１
ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
」等
と
書
い
て
あ
り
、
初

め
は
首
を
か
し
げ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、

遊
ん
で
い
る
う
ち
に
す
ぐ
に
感
覚
で
意
味
を

理
解
し
た
よ
う
で
し
た
。
言
語
は
習
う
よ
り

慣
れ
る
こ
と
が
重
要
。
遊
び
な
が
ら
ど
ん
ど

ん
覚
え
て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

楽
し
く
遊
ん
で
英
語
に
触
れ
る

向
粟
崎
公
民
館
と
金
沢
市
湯
涌
公
民
館
は
、
昨
年
６
月
に
市
町
域
を
超
え
て
交
流
公

民
館
と
し
て
提
携
し
ま
し
た
が
、
そ
の
交
流
事
業
第
１
弾
と
し
て
、
１
月
29
日（
日
）に
行

わ
れ
た
湯
涌
の
雪
あ
そ
び
に
、
向
粟
崎
公
民
館
か
ら
親
子
50
名
が
参
加
し
、
湯
涌
の
子
供

た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
両
地
区
の
子
供
た
ち

で
氷
室
の
雪
づ
め
、
竹
ス
キ
ー
あ
そ
び
、
湯
涌
雪
像
コ

ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
、
湯
涌
創
作
の
森
交
流
研
修
棟

で
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

向
粟
崎
か
ら
地
区
ご
と
に
３
体
製
作
し
た
う
ち
、
３
・

４
丁
目
子
供
会
の
ピ
カ
チ
ュ
ウ
が
優
秀
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

今
後
も
、
向
粟
崎
公
民
館
と
湯
涌
公
民
館
は
、
世
界

の
凧
の
祭
典
や
、
夏
の
地
引
網
、
湯
涌
で
の
行
事
参
加

で
交
流
を
深
め
る
予
定
で
す
。

市
町
域
を
超
え
て
向
粟
崎
と
湯
涌
が
交
流

２
月
２
日（
木
）平
成
18
年
内

町
立

志
式
が
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
内

中

学
校
２
年
生
３
１
５
名
が
次
代
の
担
い

手
と
し
て
の
自
覚
と
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

第
１
部
の
式
典
で
は
、
加
藤
賢
太
郎
君

が
町
民
憲
章
を
読
み
上
げ
、
中
村
町
教
育

委
員
長
が「
大
き
な
夢
を
持
っ
て
生
き
る

こ
と
が
大
切
。
志
を
持
っ
て
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
の
八
十
出
町
長
、
堂
下
町

議
会
議
長
か
ら
の
祝
辞
、
喜
澤
校
長
よ

り
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

決
意
表
明
で
は
、
生
徒
を

代
表
し
て
村
田
千
穂
さ
ん
、

中
村
康
秀
君
、
浜
田
麗
菜
さ

ん
、
佃
圭
悟
君
の
４
名
が
、
将

来
の
夢
や
目
標
を
熱
く
語
り
、

志
の
実
現
に
努
力
し
て
い
く

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、「
平
均
40
点

負
け
た
く
な
い
私
の
未
来
へ
」

と
題
し
、
ガ
ラ
ス
工
芸
家
正

来
美
紀
さ
ん
の
講
演
が
行
わ

れ
、
自
分
探
し
に
葛
藤
し
た

体
験
談
を
も
と
に
、「
一
度
の

失
敗
で
挫
折
し
な
い
で
夢
を

追
い
か
け
て
く
だ
さ
い
。」と

生
徒
の
皆
さ
ん
を
励
ま
し
ま

し
た
。

志
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

〜
職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス（
心
の
健
康
）講
座
開
催
〜

内

町
役
場
で
は
２
月
８
日（
水
）、
15
日（
水
）の
２
日
間
に
わ
た
り
、
石
川
県
こ
こ
ろ

の
健
康
セ
ン
タ
ー
所
長
の
清
田
吉
和
氏
を
講
師
に
招
き
、
職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス（
心
の
健

康
）講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
に
よ
る
行
政
の
ス
リ
ム
化
や
効
率
化
が
求

め
ら
れ
、
職
員
に
要
求
さ
れ
る
住
民
ニ
ー
ズ
も
複
雑
・
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
職
場
の
Ｏ
Ａ
化
の
進
展
な

ど
と
も
相
ま
っ
て
、
職
員
の
受
け
る
精
神
的
負
担
や
ス
ト

レ
ス
増
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

職
場
で
の
ス
ト
レ
ス
を
少
し
で
も
軽
減
し
、
よ
り
良
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
職
員
は
講
師
の
言

葉
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て

２
月
12
日（
日
）河
北
潟
環
境
対
策
期
成
同
盟
会
が
主
催
す
る
河
北
潟
さ
わ
や
か
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
金
沢
市
駅
西
健
康
ホ
ー
ル「
す
こ
や
か
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ

い
に
く
の
雪
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
お
よ
そ
３
０
０
名
が
詰
め
掛
け
る
な
か
、
屋
敷
道

明
氏（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
資
料
館
専
門
員
）の

「
河
北
潟
干
拓
と
環
境
」と
題
す
る
基
調
講
演
に
始
ま
り
、

松
井
英
俊
氏（
Ｊ
Ａ
か
ほ
く
代
表
理
事
専
務
）、
大
都
智
氏

（
元
河
北
郡
町
村
会
事
務
局
長
）、
坪
内
健
一
氏（
内

町

立
西
荒
屋
小
学
校
校
長
）、
横
田
幸
子
氏（
キ
ャ
ス
タ
ー
）等

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
討

論
者
の
み
な
さ
ん
は
河
北
潟
に
つ
い
て
の
思
い
を
そ
れ
ぞ

れ
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

河
北
潟
さ
わ
や
か
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

行
わ
れ
ま
し
た

２
月
４
日（
土
）白
山
中
宮
温
泉
ス
キ
ー

場
で
ス
ノ
ー
バ
ト
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
昨
年
か
ら
大
人
部
門

に
加
え
子
供
部
門
が
設
け
ら
れ
、
内

町

か
ら
は
子
ど
も
会
４
チ
ー
ム
を
加
え
た
、

16
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
大
雪
が
降
り
し
き
る
中
、

子
ど
も
達
の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
い
バ

ト
ル
に
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

結
果
は
宮
坂
子
ど
も
会
Ａ
チ
ー
ム
が
三

位
に
入
り
、
昨
年
の
二
位
に
継
ぐ
上
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｃ
　
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
　
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
　

２
０
０
６
　
Ｉ
Ｎ
　
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｕ

２
月
１９
日（
日
）内

町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

に
て
、
親
子
人
形
劇
鑑
賞
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
人
形
劇
サ
ー
ク
ル「
ら
く
だ
」の
人
形

劇「
よ
く
ば
り
す
ぎ
た
ね
こ
」、「
て
ぶ
く
ろ
く

ろ
す
け
」、「
こ
の
つ
ぎ
な
あ
に
」、
手
品
、
そ
し

て
内

中
学
校
演
劇
部
の「
う
さ
ぎ
と
か
め
」

が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
集
ま
っ
た
２

５
０
人
の
親
子
の
熱
気
で
あ
ふ
れ
、
喜
び
・
驚

き
の
声
や
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
入
り
口
に
は「
ら
く
だ
」結
成
２０

周
年
を
記
念
し
て
、
こ
れ
ま
で
製
作
し
た
人

形
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

親
子
人
形
劇
鑑
賞
会
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総　 務　 課 1286-6720
税　 務　 課 1286-6706

お問い合わせは
こちらまで

役場代表 1286-1111

総 務 部

企画財政課 1286-6723
行財政改革推進室 1286-6723
女性施策推進室 1286-6723
情報政策課 1286-6753
公聴広報室 1286-6753

ま ち づ く り 政 策 部

町民生活課 1286-6701
次世代育成支援対策室

1286-6701
環境対策室 1286-6701
健康推進課 1286-6702
介護福祉課 1286-6703
地域包括支援センター準備室

1286-6703

町 民 福 祉 部

産業振興課 1286-6708
都市建設課 1286-6710
北部開発対策室 1286-6713

都 市 整 備 部

水道電気課 1286-1115
下 水 道 課 1286-6718

企 業 局

生涯学習課 1286-6716
学校教育課 1286-6717

■出　納　室 1286-6707
■議会事務局 1286-6715
■保健センター 1286-6101
■消 防 本 部 1286-3301

■図　書　館 1286-1930
■文 化 会 館 1286-1123
■働く女性の家 1237-6440
■屋内温水プール 1286-1800
■（財）公共施設等管理公社

1286-1800
■社会福祉協議会 1286-6953

教 育 委 員 会

暮
ら
し
の
情
報

■
職
種
及
び
採
用
人
員

①
事
務
補
助
員（
２
人
）

②
保
健
師（
１
人
）

③
保
健
師
又
は
看
護
師（
１
人
）

④
保
育
士（
５
人
）

⑤
公
民
館
主
事（
１
人
）

⑥
教
育
専
門
員（
１
人
）

■
応
募
資
格

年
齢
は
、
①
55
歳
以
下
②
〜
⑤
60
歳
以
下

⑥
45
歳
以
下
の
方

②
は
保
健
師
資
格
を
有
す
る
方

③
は
保
健
師
資
格
を
有
す
る
方
又
は
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
資
格
を
有
す
る
看
護
師

④
は
保
育
士
免
許
保
有
者
又
は
保
有
見
込
者

⑥
は
教
育
職
員
免
許
法
に
基
く
英
語
の
教
員

免
許（
中
学
校
又
は
高
等
学
校
）保
有
者

①
〜
⑤
に
つ
い
て
は
普
通
自
動
車
免
許
保
有

者
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
で
き
る
方

※
年
齢
は
、
平
成
18
年
３
月
３１
日
現
在

■
勤
務
条
件

１．

賃
金

職
種
②
、
③
、
⑥
は
、
月
額
１
７
０，
９
０
０
円

職
種
①
、
④
、
⑤
は
、
月
額
１
３
５，
６
０
０
円

２．

勤
務
日

原
則
月
〜
金
曜
日

（
土
、
日
曜
日
勤
務
の
職
種
あ
り
）

３．

そ
の
他

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

有
、
そ
の
他
町
規
定
に
よ
る
。

■
採
用
予
定
日
▼
４
月
１
日

■
応
募
期
限
▼
３
月
１７
日（
金
）

■
応
募
要
領

総
務
部
総
務
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書

を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験

日
時
、
場
所
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部

総
務
課

■
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

小
学
校
講
師

若
干
名

■
応
募
資
格

教
育
職
員
免
許
法
に
基
く
小
学
校
の
教
員
免
許

状
を
取
得
し
て
い
る
者
で
昭
和
36
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者

■
応
募
期
限
▼
３
月
17
日（
金
）

■
応
募
方
法

内

町
学
校
教
育
課
で
交
付
す
る
採
用
試
験

申
込
書
に
卒
業（
見
込
）証
明
書
、
成
績
証
明
書

を
添
え
て
期
限
ま
で
に
提
出
。
郵
送
不
可
。

■
勤
務
条
件
等

給

与

：

日
額
９，
０
５
０
円
、

期
末
手
当
あ
り

雇
用
期
間：

平
成
18
年
４
月
１
日
〜
平
成
19
年

３
月
31
日（
夏
期
休
業
中
は
５
日
勤
務
）

勤
務
時
間：

１
日
８
時
間

そ
の
他

：

各
種
保
険
あ
り
、

そ
の
他
町
規
定
に
よ
る

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

■
職
種
及
び
採
用
人
員
▼
栄
養
士

１
名

■
応
募
資
格

満
年
齢
45
歳（
平
成
18
年
３
月
31
日
現
在
）ま
で

の
健
康
で
栄
養
士
資
格
を
有
す
る
方

■
勤
務
条
件

１．

賃
金

時
給
１，
０
０
０
円

２．

勤
務
時
間

週
４
日
、
概
ね
１
日
６
時
間
程
度

３．

勤
務
場
所

内

町
保
健
セ
ン
タ
ー

４．

そ
の
他

諸
手
当
な
し

■
採
用
予
定
日
▼
４
月
１
日

■
応
募
期
限
▼
３
月
17
日（
金
）

■
応
募
要
領

保
健
セ
ン
タ
ー
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書
を

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験

日
時
、
場
所
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

募
　
集

内
　
町
嘱
託
職
員
募
集

内
　
町
臨
時
教
育
職
員
募
集

保
健
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
職
員
募
集



平
成
18
年
度
国
税
専
門
官
募
集

ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

教
育
委
員
会
パ
ー
ト
職
員
募
集

夕
陽
ヶ
丘
苑

職
員
募
集
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■
職
種
及
び
採
用
人
員

①
町
立
学
校
図
書
館
司
書

１
名

②
町
立
学
校
特
殊
学
級
補
助
員

１
名

■
応
募
資
格

①
は
内

町
在
住
で
満
年
齢
55
歳
ま
で
の
健

康
な
方
で
、
図
書
館
司
書
又
は
、
教
員
免
許

所
有
者
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者
。

②
は
内

町
在
住
で
満
年
齢
50
歳
ま
で
の
健
康

な
方
。

■
勤
務
条
件

１．

賃
金

①
②
９
０
０
円（
時
給
）

２．

勤
務
時
間

①
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

②
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
、

原
則
的
に
は
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

３．

そ
の
他

労
働
保
険
加
入

■
応
募
期
限
▼
３
月
20
日（
月
）ま
で

■
応
募
要
領

学
校
教
育
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書
等
を

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
採
用
予
定
日
▼
４
月
１
日

■
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

内

町
で
は
、
家
庭
用
の
作
物
を
栽
培
す
る

楽
し
み
を
通
し
て
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め「
ふ
れ
あ
い
農
園
」を
開
設

い
た
し
ま
す
。

■
設
置
場
所

①
大
根
布
地
内

97
区
画

（
ハ
マ
ナ
ス
町
内
よ
り
２
０
０
メ
ー
ト
ル
海
側
）

②
宮
坂
地
内

15
区
画

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
よ
り
１
５
０
メ
ー
ト
ル
北
側
）

■
広

さ

①
大
根
布
地
内

５
０
㎡

②
宮
坂
地
内

５
０
㎡
〜
１
０
０
㎡

■
使
用
期
間

平
成
18
年
５
月
１
日
〜
平
成
18
年
12
月
31
日

■
募
集
範
囲

内

町
在
住
の
方
で
家
庭
農
園
に
意
欲
の
あ
る
人
。

１
世
帯
に
つ
き
１
区
画
の
み
応
募
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
間

３
月
10
日（
金
）〜
３
月
24
日（
金
）ま
で

申
込
書
は
産
業
振
興
課
に
あ
り
ま
す
の
で
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
抽
選
日
▼
４
月
10
日（
月
）

○
場

所：
内

町
役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル

○
時

間：
午
後
７
時
〜

■
使
用
料
▼
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
部

産
業
振
興
課

■
職
種
及
び
採
用
人
員

介
護
職
員

２
名

■
応
募
資
格

介
護
福
祉
士
又
は
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資
格

を
取
得
又
は
取
得
見
込
の
方
で
満
年
齢
４０
歳
ま

で
の
健
康
な
方

■
勤
務
条
件

１．
賃
金

面
談
に
よ
り
決
定

２．
勤
務
時
間

１
週
当
り
４０
時
間
勤
務
で
夜
間
勤
務
あ
り

３．
そ
の
他

社
会
保
険
有
り
、
他
福
祉
会
規
定
に
よ
る

■
採
用
予
定
日
▼
４
月
１
日

■
応
募
期
限
▼
３
月
２０
日（
月
）

■
応
募
要
領

夕
陽
ヶ
丘
苑
で
交
付
す
る
申
込
書
に
資
格
証
明

書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
日
時
及
び
方
法

応
募
者
本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
福
祉
会

夕
陽
ヶ
丘
苑

1
２
８
６
ー
９
９
１
１

■
公
募
数
▼
一
戸

■
家

賃

１
６，

８
０
０
円
〜
４
０，

７
０
０
円

（
敷
金
は
３
ヶ
月
分
）

入
居
者
の
収
入
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
間

３
月
10
日（
金
）〜
３
月
17
日（
金
）

■
入
居
予
定
日
▼
４
月
１
日（
土
）

■
入
居
資
格

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
あ
る
こ
と
。

②
入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
員
の
収
入
合
計
額
が

法
令
で
定
め
ら
れ
た
基
準
額
以
内
で
あ
る
こ
と
。

③
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
方

■
入
居
者
の
選
定

入
居
申
込
者
が
公
募
数
よ
り
多
い
と
き
は
、
公

開
抽
選
の
方
法
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先（
申
込
書
）

都
市
整
備
部

都
市
建
設
課

人
事
院
・
国
税
庁
は
来
年
４
月
採
用
の
国
税

専
門
官
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

１．

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
者

２．

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で

次
に
掲
げ
る
も
の

1
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
19
年
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

2
人
事
院
が
1
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
者

■
受
験
申
込
受
付
期
間

４
月
３
日（
月
）〜
４
月
14
日（
金
）

◎
申
込
書
の
提
出
は
で
き
る
だ
け
郵
送（
配
達

記
録
）に
し
て
く
だ
さ
い
。（
４
月
14
日
ま
で
の

通
信
日
付
印
有
効
）

◎
持
参
す
る
場
合
、
受
付
時
間
は
９：

00
〜

17：

00
で
す
。（
土
・
日
曜
日
は
除
く
。）

■
試
験
日

第
１
次
試
験
…
６
月
11
日（
日
）

第
２
次
試
験
…
７
月
24
日（
月
）〜
７
月
27
日（
木
）

■
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

７
月
４
日（
火
）

■
最
終
合
格
者
発
表
日

８
月
29
日（
火
）

■
申
込
書
請
求（
問
い
合
わ
せ
）先

◎
金
沢
国
税
局
人
事
第
二
課

〒
９
２
０
―
８
５
８
６

金
沢
市
広
坂
２
―
２
―
60

金
沢
広
坂
合
同
庁
舎

1
０
７
６
―
２
３
１
―
２
１
３
１
内
線
２
１
５
５

◎
最
寄
り
の
税
務
署

総
務
課

■
申
込
書
提
出
先

希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国
税
局
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■
今
月
の
該
当
者

昭
和
16
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
注
】65
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
身
体
障
害
者
１

級
・
２
級
・
３
級
及
び
療
育
Ａ
・
Ｂ
の
手
帳
を
お

持
ち
の
方
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
申
請
受
付
開
始
日
▼
３
月
22
日（
水
）

※
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
後
日
案
内
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

平
成
１８
年
４
月
か
ら
、
粗
大
ご
み
の
有
料
戸

別
収
集
が
始
ま
り
ま
す
。
粗
大
ご
み
を
出
す
際

に
は
、
有
料
の
処
理
券
を
貼
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
そ
の
処
理
券
を
販
売

す
る
店
舗
等
の
届
出
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合
企
画
課

1
２
８
９
ー
３
２
０
０

昨
年
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」が
成
立
し
、

４
月
か
ら
新
た
な
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
仕

組
み
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
現
制
度
で
は
障
害
種
別
に
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ

ス
体
系
が
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
身

体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
、
及
び
障
害
児
の

種
別
に
よ
ら
な
い
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
り

ま
す
。

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
に
か
か
る

費
用
は
、
原
則
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
一
定
条
件
に
よ
り
負
担
上
限
額
や
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
場
合
、

食
費
・
光
熱
水
費
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
育
成
医
療
、
更
生
医
療
、
精
神
通
院
医
療
は
、

自
立
支
援
医
療
と
し
て
制
度
が
一
元
化
さ
れ

共
通
の
仕
組
み
と
な
り
、
原
則
１
割
負
担
と

な
り
ま
す
。

（
注
）障
害
者
対
象
の
医
療
費
助
成
事
業
（
○障
医

療
費
受
給
者
証
）は
、
４
月
以
降
も
現
状
の

ま
ま
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

介
護
福
祉
課

４
月
か
ら
内

町
文
化
会
館
を
、
全
館（
大

ホ
ー
ル
、
会
議
室
、
事
務
所
、
図
書
館
等
）禁
煙

と
い
た
し
ま
す
。

正
面
、
玄
関
外
に
喫
煙
場
所
を
設
置
い
た

し
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

金
沢
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
９
ｃ
ｈ
）で
、
内

町
広
報
番
組「
う
ち
な
だ

き
ら
り
通
信（
第

３
回
）」を
放
送
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
や
、

行
政
情
報
等
、
身
近
な
地
域
の
情
報
を
提
供
す

る
30
分
番
組
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
う
ち
な
だ

き
ら
り
通
信（
第
三
回
）」

①
３
月
24
日（
金
）

午
後
９
時
30
分
〜
10
時

②
３
月
25
日（
土
）

午
後
９
時
30
分
〜
10
時

③
３
月
26
日（
日
）

午
後
７
時
〜
７
時
30
分

④
３
月
27
日（
月
）

午
後
４
時
30
分
〜
５
時

⑤
３
月
28
日（
火
）

午
後
３
時
〜
３
時
30
分

⑥
３
月
29
日（
水
）

午
後
４
時
30
分
〜
５
時

⑦
３
月
30
日（
木
）

午
後
９
時
30
分
〜
10
時

同
じ
内
容
が
７
回
放
送
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
政
策
部

情
報
政
策
課

白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
は
、
以
前
は
有
効

な
治
療
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
骨
髄
移

植
に
よ
り
健
康
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
骨
髄
を
提
供
し
て

く
だ
さ
る
方
が
た
り
ま
せ
ん
。
骨
髄
バ
ン
ク
登

録
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
骨
髄
ド
ナ
ー
の
登
録
は
、
常
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
県
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー（
保
健
所
）ま
た
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）骨
髄
移
植
推
進
財
団

1
０
１
２
０
ー
４
４
５
ー
４
４
５

石
川
県
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

1
２
２
５
ー
１
４
３
８

３
月
１
日（
水
）よ
り
内

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
内

町
例
規
集
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
側
の「
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
」

か
ら
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部

総
務
課

４
月
か
ら
新
た
な
障
害
者

制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

内
　
町
文
化
会
館

〜
４
月
か
ら
全
館
禁
煙

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
に
ご
協
力
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

内
　
町
例
規
集
が
見
ら
れ
ま
す

内
　
町
広
報
番
組
を

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送

粗
大
ご
み
処
理
券
の

販
売
店
受
付
中
！

65
歳
か
ら
69
歳
ま
で

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

お
知
ら
せ
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暮
ら
し
の
情
報

遊
歩
道
内
の
雪
も
す
っ
か
り
溶
け
、
天
気
の

良
い
日
に
散
歩
す
る
の
は
と
て
も
気
持
ち
が
良

い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
遊
歩
道
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、

犬
の
フ
ン
が
見
う
け
ら
れ
、
そ
の
気
持
ち
良
さ

も
半
減
し
て
し
ま
い
ま
す
。
可
愛
い
ワ
ン
ち
ゃ

ん
と
散
歩
す
る
と
き
は「
フ
ン
を
入
れ
る
袋
」と

「
シ
ャ
ベ
ル
」な
ど
を
必
ず
携
行
し
適
切
に
処
分

し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
や
空
き
缶
の
ポ
イ
捨

て
も
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

た
く
さ
ん
の
町
民
が
利
用
す
る
遊
歩
道
を
み

ん
な
で
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
！

明
る
い
緑
の
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
あ
な
た

の
家
の
新
築
を
記
念
し
て
、
さ
さ
や
か
で
す
が
、

樹
木
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
引
換
券
を
樹
木
と
交
換
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
お
早
め
に
交
換
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
部

都
市
建
設
課

石
川
県
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
河
北
地
域

セ
ン
タ
ー
で
は
、
統
合
失
調
症
の
方
の
ご
家
族

を
対
象
に
、
病
気
や
福
祉
制
度
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
家
族
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
医
師
、
精
神
保
健
福
祉
士
等
専
門
家

が
お
話
し
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
を
家
族
で
支
え

て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

統
合
失
調
症
の
方
の
ご
家
族

■
日
時
・
内
容

３
月
８
日（
水
）

「
統
合
失
調
症
の
症
状
及
び
治
療
に
つ
い
て
」

３
月
１５
日（
水
）

「
家
族
の
対
応
の
し
か
た
に
つ
い
て
」

３
月
２２
日（
水
）

「
福
祉
制
度
に
つ
い
て
」

「
小
規
模
通
所
授
産
施
設
に
つ
い
て
」

※
時
間
は
す
べ
て

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

■
会
場

石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
河
北
地
域
セ
ン

タ
ー（
旧
津
幡
保
健
所
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

河
北
地
域
セ
ン
タ
ー

1
２
８
９
ー
２
１
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
８
９
ー
２
１
７
８

狂
犬
病
予
防
注
射

（
集
合
注
射
）を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
登
録
し
て

な
い
犬
を
お
飼
い
の

方
は
、
狂
犬
病
予
防

注
射
と
同
時
に
犬
の

登
録
が
で
き
ま
す
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射
・
犬
登
録
に
係
る
費
用

注
射
手
数
料

３，
０
０
０
円（
注
射
料
含
む
）

登
録
手
数
料

３，
０
０
０
円

（
※
注
射
と
登
録
を
同
時
に
さ
れ
る
場
合
は
６，

０
０
０
円
）

◎
都
合
で
、
集
合
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
お

受
け
く
だ
さ
い
。

◎
犬
の
飼
い
主
は
、
犬
を
飼
っ
た
日（
生
後
９１
日

以
降
の
犬
が
対
象
）か
ら
犬
の
登
録
と
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
法
律
に
よ
り
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
犬
の
登
録
は
、一
生
涯
一
度
の
登
録
と
な
っ
て

お
り
、
所
在
地
の
市
町
村
へ
登
録
を
し
ま
す
。

◎
引
っ
越
し
な
ど
で
他
の
市
町
村
か
ら
移
動

の
場
合
や
、
飼
い
主
が
変
更
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
交
付
を
受
け
て
い
る
鑑
札
を
添

え
て
所
在
地
等
の
変
更
届
け
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
犬
が
死
亡
し
て
既
に
飼
っ
て
い
な
い
方
は
、

犬
の
死
亡
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
迷
い
犬
等
で
犬
が
い
な
く
な
っ
た
場
合
も
、

す
ぐ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

犬
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
動
物
愛
護
の
意
識
高

揚
と
動
物
の
適
正
な
飼
養
管
理
に
関
す
る
知
識

の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
設
置
し
て
お
り
、
犬

の
し
つ
け
教
室
等
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

広
場
の
活
発
な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
犬

ふ
れ
あ
い
広
場
の
運
営
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

新
築
記
念
樹
を
贈
り
ま
す

「
家
族
教
室
」の
参
加
者
募
集

犬
ふ
れ
あ
い
広
場
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

糞
・
糞（
プ
ン
・
プ
ン
）！！

犬
の
散
歩
中
、
フ
ン
の
始
末
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。
〜
林
帯
遊
歩
道
〜

。

。

４
月
14
日

４
月
13
日

月
日

４
月
16
日
日 金 木 曜

日

会

場

西
荒
屋
公
民
舘

宮
坂
公
民
館

大
根
布
公
民
館

ア
カ
シ
ア
公
民
館

緑
台
公
民
館

向
粟
崎
公
民
館

千
鳥
台
公
民
館

大
清
台
公
民
館

鶴
ヶ
丘
西
公
民
館

保
健
セ
ン
タ
ー

時

間

９
‥
30
〜
10
‥
00

10
‥
15
〜
10
‥
35

10
‥
50
〜
11
‥
30

13
‥
00
〜
13
‥
30

13
‥
45
〜
14
‥
30

９
‥
30
〜
10
‥
15

10
‥
30
〜
11
‥
15

11
‥
30
〜
12
‥
00

13
‥
30
〜
14
‥
15

10
‥
00
〜
12
‥
00

狂
犬
病
予
防
注
射
・

新
規
登
録
手
続
き
ご
案
内



麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
平
成
18
年

４
月
１
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

生
後
12
か
月
か
ら
生
後
７
歳
６
か
月
未
満
の

お
子
様
で
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
て
い
な
い
方
は
、
平
成
18
年
３
月
31
日
ま

で
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
平
成
17
年
３
月
生
の
お
子
様
は
４

月
以
降
の「
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
」

の
対
象
に
な
り
ま
す
。（
３
月
中
に
麻
し
ん

接
種
後
、
４
週
間
隔
を
あ
け
て
、
同
月
内
に

風
し
ん
接
種
が
難
し
い
た
め
。）
３
月
中
に
、

麻
し
ん
・
風
し
ん
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

・
３
月
中
に
現
行
の
麻
し
ん
・
風
し
ん
単
独

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
は
、
４
月
以
降
の
混
合
ワ
ク
チ

ン
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

・
４
月
以
降
に
風
し
ん
単
独
の
予
防
接
種
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
任
意
接
種
に
な
り

ま
す
が
、
２
歳
未
満
で
あ
れ
ば
、
費
用
の

み
町
が
負
担
い
た
し
ま
す
の
で
、
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
２
月
号
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

不
妊
治
療
費
助
成
の
申
請
期
日
が
せ
ま
っ
て

い
ま
す
。

平
成
17
年
度
中
に
、
助
成
に
該
当
す
る
不
妊

治
療
を
行
っ
た
方
は
、
平
成
18
年
３
月
31
日
ま

で
に
、
県
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
地
域
セ

ン
タ
ー
ま
で
、
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

石
川
県
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

河
北
地
域
セ
ン
タ
ー

1
２
８
９
―

２
１
７
７

第
６
回
石
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
介
護
福
祉
課
ま
で
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
大
会
要
綱
及
び
申
込
用

紙
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

■
期

日
▼
５
月
28
日（
日
）

■
会

場
▼
石
川
県
西
部
緑
地
公
園
ほ
か

■
種

目

陸
上
競
技
、
水
泳
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
卓
球
、
サ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

■
申
込
期
限
▼
３
月
17
日（
金
）

※
障
害
の
種
別
に
よ
り
参
加
種
目
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

※
他
関
係
団
体
へ
の
申
込
と
重
複
し
な
い
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

介
護
福
祉
課
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Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

３
才
児

１
才
６
か
月
児

４
か
月
児

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
投
与

暮
ら
し
の
情
報

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
を

早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う

不
妊
治
療
費
助
成
の

手
続
き
に
つ
い
て

平
成
18
年
度

保
健
セ
ン
タ
ー
ヘ
ル
ス
カ
レ
ン
ダ
ー

内

町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
の
方
に
は
、「
お
知
ら
せ
」「
健
診
の
お
た
ず
ね
」
な
ど

を
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

●
対
象
の
方
に
は
、「
お
知
ら
せ
」「
予
診
票
」
な
ど
を
、
郵
送

い
た
し
ま
す
。

●
個
別
接
種（
Ｄ
Ｐ
Ｔ
３
種
混
合
／
麻
疹
・
風
疹
混
合
ワ
ク
チ

ン
／
日
本
脳
炎
）に
つ
い
て
は
、
指
定
医
療
機
関
で
接
種
し
ま

す
。
該
当
年
齢
に
な
り
ま
し
た
ら
、
順
に
「
接
種
券
」「
予
診

票
」
な
ど
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

《
注
意
事
項
》

＊
結
核
予
防
の
た
め

の
接
種
で
す
。

＊
接
種
期
間
は
生
後

６
か
月
ま
で
で
す
。

＊
接
種
後
４
週
間
は

他
の
予
防
接
種
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

《
注
意
事
項
》

＊
ポ
リ
オ（
急
性
灰
白
髄
炎
）予
防
の
た
め
の
接
種
で
す
。

＊
接
種
期
間
は
、
生
後
90
か
月（
７
才
６
か
月
未
満
）

ま
で
で
す
。

＊
６
週
間
以
上
の
間
隔
で
２
回
経
口
投
与
し
ま
す
。

＊
接
種
後
４
週
間
は
他
の
予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

４
月
３
日（
月
）

対
象
17
年
12
月
生

５
月
８
日（
月
）

対
象
18
年
１
月
生

６
月
５
日（
月
）

対
象
18
年
２
月
生

７
月
３
日（
月
）

対
象
18
年
３
月
生

８
月
７
日（
月
）

対
象
18
年
４
月
生

９
月
４
日（
月
）

対
象
18
年
５
月
生

10
月
２
日（
月
）

対
象
18
年
６
月
生

11
月
６
日（
月
）

対
象
18
年
７
月
生

12
月
４
日（
月
）

対
象
18
年
８
月
生

１
月
15
日（
月
）

対
象
18
年
９
月
生

２
月
５
日（
月
）

対
象
18
年
10
月
生

３
月
５
日（
月
）

対
象
18
年
11
月
生

会
場
▼
内

町
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
▼
13：

00
〜
14：

00

会
場
▼
内

町
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
▼
13：

00
〜
14：

00

①
４
月
24
日（
月
）

対
象
16
年
12
月
〜
17
年
２
月
生【
２
回
目
】

②
５
月
15
日（
月
）

対
象
17
年
３
月
〜
17
年
５
月
生【
２
回
目
】

③
５
月
22
日（
月
）

対
象
17
年
６
月
〜
17
年
８
月
生【
１
回
目
】

④
５
月
29
日（
月
）

対
象
17
年
９
月
〜
17
年
11
月
生【
１
回
目
】

①
９
月
25
日（
月
）

対
象
17
年
６
月
〜
17
年
８
月
生【
２
回
目
】

②
10
月
16
日（
月
）

対
象
17
年
９
月
〜
17
年
11
月
生【
２
回
目
】

③
10
月
23
日（
月
）

対
象
17
年
12
月
〜
18
年
２
月
生【
１
回
目
】

④
10
月
30
日（
月
）

対
象
18
年
３
月
〜
18
年
５
月
生【
１
回
目
】

予

防
接
種（
集
団
接
種
）

乳

幼
児
健
康
診
査

H18年 4月5月6月7月8月9月10月11月12月H19年 1月2月3月

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
者
募
集

４
月
18
日（
火
）

対
象
16
年
９
月
生

５
月
16
日（
火
）

対
象
16
年
10
月
生

６
月
13
日（
火
）

対
象
16
年
11
月
生

７
月
18
日（
火
）

対
象
16
年
12
月
生

８
月
22
日（
火
）

対
象
17
年
１
月
生

９
月
19
日（
火
）

対
象
17
年
２
月
生

10
月
17
日（
火
）

対
象
17
年
３
月
生

11
月
14
日（
火
）

対
象
17
年
４
月
生

12
月
12
日（
火
）

対
象
17
年
５
月
生

１
月
16
日（
火
）

対
象
17
年
６
月
生

２
月
13
日（
火
）

対
象
17
年
７
月
生

３
月
13
日（
火
）

対
象
17
年
８
月
生

４
月
25
日（
火
）

対
象
17
年
12
月
生

５
月
23
日（
火
）

対
象
18
年
１
月
生

６
月
20
日（
火
）

対
象
18
年
２
月
生

７
月
25
日（
火
）

対
象
18
年
３
月
生

８
月
29
日（
火
）

対
象
18
年
４
月
生

９
月
26
日（
火
）

対
象
18
年
５
月
生

10
月
24
日（
火
）

対
象
18
年
６
月
生

11
月
21
日（
火
）

対
象
18
年
７
月
生

12
月
19
日（
火
）

対
象
18
年
８
月
生

１
月
23
日（
火
）

対
象
18
年
９
月
生

２
月
20
日（
火
）

対
象
18
年
10
月
生

３
月
20
日（
火
）

対
象
18
年
11
月
生

４
月
11
日（
火
）

対
象
14
年
12
月
生

５
月
９
日（
火
）

対
象
15
年
１
月
生

６
月
６
日（
火
）

対
象
15
年
２
月
生

７
月
11
日（
火
）

対
象
15
年
３
月
生

８
月
８
日（
火
）

対
象
15
年
４
月
生

９
月
12
日（
火
）

対
象
15
年
５
月
生

10
月
10
日（
火
）

対
象
15
年
６
月
生

11
月
７
日（
火
）

対
象
15
年
７
月
生

12
月
５
日（
火
）

対
象
15
年
８
月
生

１
月
９
日（
火
）

対
象
15
年
９
月
生

２
月
６
日（
火
）

対
象
15
年
10
月
生

３
月
６
日（
火
）

対
象
15
年
11
月
生



か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル

（
お
も
ち
ゃ
交
換
会
）
開
催

弥
生
三
月

「
桜
を
植
え
ま
し
ょ
う
」

ミ
ニ
絵
画
展
で
ホ
ッ
ト
タ
イ
ム

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

内
　
２
０
０
６
参
加
者
募
集
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学
び
の
風

学
習
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
方
に
幅
が

で
き
、
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
心
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
ご
ろ
の
生
活
か

ら
何
か
を
学
び
と
る
こ
と
全
て
が「
学
習
」に
つ

な
が
り
ま
す
。

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
で
は
、

ジ
ャ
ズ
を
歌
い
た
い
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
で
ジ
ャ
ズ
を
歌
っ
て
み
ま
せ

ん
か
！

■
練
習
日
時

３
月
25
日（
土
）、
４
月
１
日（
土
）、

４
月
８
日（
土
）、
午
後
２
時
〜
４
時

４
月
15
日（
土
）は
、
文
化
会
館
で
リ
ハ
ー
サ
ル

予
定
（
時
間
は
未
定
）。

■
練
習
会
場
▼
清
湖
小
学
校
音
楽
室

■
曲

名

♪It's
D
o
n't
M
ean

a
Thing

♪O
ver
The

R
ainbo

w

■
締
め
切
り
▼
３
月
24
日（
金
）

開
催
日
時
▼
４
月
16
日（
日
）

午
後
２
時
〜
４
時

会

場
▼
内

町
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出

演
▼
石
川
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
“ピ
ラ
ミ
ッ
ド
”

石
川
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
ソ
サ
エ
テ
ィ

C
am
elB
ird

内

中
学
校
吹
奏
楽
部

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

ま
だ
使
え
る
も
の
で
、
使
わ
な
く
な
っ
た

お
も
ち
ゃ
を
別
の
お
も
ち
ゃ
と
か
え
っ
こ
し

よ
う
！

■
日

時

３
月
29
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
場

所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対

象

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

（
参
加
自
由
・
申
込
不
要
）

い
ら
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
が
あ
れ
ば
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

■
取
り
扱
う
も
の

お
も
ち
ゃ
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
絵
本
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課

環
境
対
策
室

「
内

花
の
会
」で
は
、
今
年
も
、
恒
例
の
桜

の
植
樹
を
行
い
ま
す
。
１
０
０
本
の
桜
を
権
現

森
に
植
え
ま
す
。

■
日

時

３
月
21
日（
春
分
の
日
）
午
前
９
時
30
分
集
合

■
場

所

権
現
森
海
水
浴
場
入
口
（
小
雨
決
行
）

■
持
ち
物

軍
手
、
ス
コ
ッ
プ

■
そ
の
他

め
っ
た
汁
有
り
（
お
椀
、
お
箸
、
お
に
ぎ
り
等

持
参
し
て
下
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

花
の
会
・
小
泉
ま
で

1
２
８
６
―

５
１
０
５

（
参
加
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
下

さ
い
。）

知
的
障
害
を
持
た
れ
た
方
が
一
生
懸
命
描
い

た
絵
画
は
、
無
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
観
て
い
る
う
ち
に
心
が
い
つ
の
ま
に
か
温
か

く
な
る
不
思
議
な
絵
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期

間
▼
３
月
15
日（
水
）ま
で

■
会

場

内

町
役
場

一
階
ロ
ビ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

北
川

1
２
８
６
―

０
４
８
３

☆
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
教
室

『
入
学
式
は
手
作
り
コ
サ
ー
ジ
ュ
で
お
し
ゃ

れ
し
て
み
ま
せ
ん
か
』

■
日

時

３
月
22
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
講

師
▼
竹
内

み
よ
え

■
受
講
料
▼
５
０
０
円

■
材
料
費
▼
８
０
０
円

■
持
ち
物
▼
布
切
ば
さ
み
、
縫
い
針

■
定

員
▼
15
名

■
締
切
日
▼
３
月
15
日（
水
）

■
申
込
先
▼
働
く
女
性
の
家

初
の
試
み
と
な
る
こ
の
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ

ー
ト
は
、
先
日
の
北
陸
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
で
12
年
ぶ
り
に
金
賞
を
受
賞
し
た
フ
ル
ー

ト
４
重
奏
、
金
管
８
重
奏
が
演
奏
す
る
『
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
ス
テ
ー
ジ
』
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

秋
の
定
期
演
奏
会
と
は
少
し
趣
を
か
え
た
構
成

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
日

時
▼
３
月
26
日（
日
）
午
後
２
時
〜

■
会

場

内

町
文
化
会
館
（
入
場
無
料
）

■
主

催

内

中
学
校
吹
奏
楽
部
、
同
部
保
護
者
会

■
問
い
合
わ
せ
先

内

中
学
校

1
２
８
６
―

０
０
１
７

生
涯
学
習
情
報 

学
び
の
風 

学
び
の
風 

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
内

２
０
０
６

働
く
女
性
の
家
講
座

内
　
中
学
校
吹
奏
楽
部

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
'06
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町
づ
く
り
談
話
室
・
国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

先日役場で行なわれた“Little Birds”自主上映会に予想以
上に大勢、そして幅広い年齢層の皆様に鑑賞していただき
まして、本当にありがとうございました。上映後、たくさんの
方々から無残な映像により、大きな衝撃を受けたことを聞
きました。あらためて平和の大切さや生命の尊さを認識す
ることにつながれば、とても有意義だと思います。皆様から
いただいた協力金はレンタル料などの支出にあて、残りの
約七万円は、映画の中でも報道された団体JVC(日本国際ボ
ランティアセンター)とユニセフ（UNICEF）に寄付させてい
ただきました。
“Little Birds”は日本人のビデオジャーナリスト綿

わた

井
い

健
たけ

陽
はる

さんがイラク現地で取材した映像で完成されたドキュメン
タリー映画(記録映画)です。戦車が民家の前を通った場面

とか、壁の弾痕とか、爆弾の破片を目から取る手術を受け
た少女とか、たくさんの庶民が戦火に巻き込まれたことなど、
未加工の映像を通じて、本当にイラクで何が起きたのか、
戦火の中でイラク人はどのように日々生活しているのかが、
忠実に伝わったことと思います。尊い命が軽々しく失われる
有様は、心に重くのしかかりました。
｢なぜ？｣と考える際に、失われた命の軽さは、心に重く

感じました。
イラクの国民の意思を無視し、たくさんの犠牲を出すの

は、本当に民主主義や人権擁護のためでしょうか？ スポ
ーツでは、体重によって階級に分けて競技しますが、重量
級の戦車が兵器を持ってない庶民を対象としたら、ルール
違反ではないでしょうか？

天候のために延期となりましたスピーチ・フェスティバルの出
場者を再募集しています！出場されない方々も、当日スピーチや
劇を見たり、出場者を応援したりいらっしゃってください。
第4回スピーチ・フェスティバル！
日時：3月26日（日）午後1：30から
場所：内 町役場町民ホール
問い合わせや申し込み：教育委員会 生涯学習課 国際交流員

パトリシア・パン 1286-6716

募集部門：小学生部門
低学年（1-3年） 個人 自己紹介（1分以内）

団体 自由テーマ（3分以内）
高学年（4-6年） 個人 私の宝物（2分以内）

団体 自由テーマ（3分以内）
中学生部門 自由テーマ（2分以内）
高校生部門・一般人部門 自由テーマ（4分以内）
日本語部門 自由テーマ（3分以内）

“Little Birds”上映後

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
ま
ち
づ
く
り
談
話
室

な
ど
に
お
寄
せ
頂
い
た
ご
意
見
を

抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
バ
ス
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
こ
の
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

検
討
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
バ
ス
で
は
段
の
取
り
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
し
ば
ら
く
ご

辛
抱
い
た
だ
き
、
新
規
購
入
時
に
対
応
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

情
報
政
策
課
公
聴
広
報
室

1
２
８
６-

６
７
５
３

●
役
場
宛
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

uchinad
a@
to
w
n.uchinad

a.ishikaw
a.jp

●
町
長
宛
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
ayo
r@
to
w
n.uchinad

a.ishikaw
a.jp

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.to
w
n.uchinad

a.lg
.jp/

福
祉
セ
ン
タ
ー
送
迎
バ
ス
の
、
乗
降
ス
テ
ッ
プ
の
段
差
が
高
く
、
高
齢

者
に
は
利
用
し
に
く
い
で
す
。
改
善
で
き
ま
せ
ん
か
。

『
ま
ち
づ
く
り
町
長
談
話
室
』は
毎
週
月
曜
日
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
３

時
の
間
、
役
場
一
階
ロ
ビ
ー
で
開
設
し
て
い
ま
す
。
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

﹇
※
３
月
は
町
議
会
開
催
月
の
た
め
実
施
で
き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。﹈

職
員
出
前
講
座
をご

活
用
く
だ
さ
い
。

内

町
で
は
職
員
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
身
近
に
町
職
員
が
伺
い
、
町
が
行
っ
て
い

る
仕
事
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
ま
す
。
全
部
で
37
講

座
を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
講
座
で

も
ご
要
望
に
応
じ
て
お
受
け
し
ま
す
。（
メ
ニ
ュ
ー
は
10

月
号
広
報
を
ご
覧
頂
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
検
索

で
き
ま
す
。）
町
政
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め

に
是
非
ご
活
用
下
さ
い
。

西荒屋小学校での出前講座
この光景はケーブルテレビでも放送されます。
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り TEL.286-6101

乳児健診・予防接種

4月18日［火］
平成16年9月生

4月25日［火］
平成17年12月生 対象

3月14日［火］
平成16年8月生

（受付時間／13：00～14：00）

対象

対象

3月28日［火］
平成17年11月生

（受付時間／13：00～14：00）

対象

１～３歳児の遊びの教室

3月15日［水］
10：00～11：00

（受付時間／9：30～10：00）

今月のテーマ

「赤ずきんちゃん」

「パラバルーンで
遊ぼう！」

受付時間をすぎた時は、
入室できない場合があります。

みんなで絵本を読む時間

3月23日［木］

今月の絵本

『3びきのくま』

5～6か月児の離乳食教室

4月26日［水］
13：30～15：00

（受付・身体計測／13：00～13：30）

『こどもたちの
栄養を考えよう』
離乳食すすんでる？

5～6か月児以外の方でも、
離乳食のすすめ方などで聞きたいことが

ある方はお越しください。

保健センターでは、
月に１回、

健康相談日を設ています。
お気軽にご利用ください。

次回は、

4月10日［月］です。

3月13日［月］平成18年

会場 保健センター 時間 15：00～17：00

※栄養相談は事前にご連絡ください。

子どもの育児相談・栄養相談※

健診後の健康相談
肥満、糖尿病、高血圧などの相談
心の健康相談

★０～２才児のための絵本
10：30～11：00
★３才～小学生のための絵本
11：00～11：30

絵本の読みきかせやフリートーク、子どもと楽
しむ手あそびなどもあります。お母さん、おば
あちゃんなどおとなだけの参加もどうぞ！ど
なたでもお気軽においでくださいネ。

出演：劇団パンダ
会場 カンガルーム

L･N･トルストイ ぶん
バスネツオフ え

★公費対象は、生後6か月児未満です。
（受付時間／13：00～14：00）

4月3日［月］
平成17年12月生対象

4月11日［火］
平成14年12月生

（受付時間／13：00～14：00）
対象

5月8日［月］
平成18年1月生対象

6月5日［月］
平成18年2月生対象

最近、犬の糞を放置したまま 
処理をしていかないという 
苦情が増えております。 
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知
っ
得
情
報

知
っ
得
情
報

【
手
続
き
方
法
】

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用

金
庫
・
の
と
共
栄
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

町
税（
住
民
税
、固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
）の
納
付
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き
の
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

株
式
会
社

エ
イ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

笹
木
文
雄

氏

講

師

「
生
活
習
慣
病
予
防
早
わ
か
り
講
座
」

演

題

文
化
会
館

３
階

視
聴
覚
室

場

所

３
月
17
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

日

時

３
月
の
は
ま
な
す
大
学（
第
15
回
）

内

町
働
く
女
性
の
家

と
こ
ろ

３
月
17
日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

と

き

相
隣
関
係
、
家
族
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、
税
金
、

年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

総
務
部

税
務
課

問
い
合
わ
せ
先

今
月
の
納
税
納
期
限

平
成
18
年
3
月
31
日（
金
）

町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

◆
国
民
健
康
保
険
税

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
12
期

2月15日（水）まで受付分

●テプラのテープ4巻（24mm幅）

●2段ベッド

●バスチェア（子供用）

●ベビーベッド

●本棚（ガラス戸付）

●セラミックファンヒーター

●農業用トラクター（野球場にトンボをかけるのに使用したい）
●子供用食事いす ●大根布小女児制服・体操服（140cm）
●紋付・袴 ●鳥かご ●ストーブ ●ファンヒーター
●向粟崎小体操服（120cm） ●県住用網戸
●和室用小型テーブル ●大根布小体操服（120～130cm）
●鶴ヶ丘小学校・夏ズボン（150cm以上）・上着（150cm）
夏冬スカート（150cm以上） ●子供用自転車18インチ
●清湖（向粟崎）小制服・体操服（120～130cm）
●自転車（23か24インチ、かご、鍵、ギア付） ●体操服
●大根布小男児制服（140～160cm）、23cm程度の内履き、外履き

譲ってください
（希望品）

●内 中学校女子制服
140～150cm冬服上下

●プラモデル（空母）新品RC付き

●軽自動車スタッドレスタイヤ

●炊飯器 ●端午の節句用飾りかぶと

●犬小屋 ●自転車用ジュニアシート

●学習机（いす無し）

譲ります
（提供品）

交渉成立
希望者

環境
対策室

提供者

登
録

（
6
ヶ
月
）

紹
介 登

録

（
6
ヶ
月
）

http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku
◆不用品リサイクルの登録情報は内 町のホームページでもご覧いただけます。

町民福祉部 町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701登録・問い合わせ先

家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

登録できる品物

無料での提供のみお取扱いします。
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プ
ラ
ッ
ツ

●ホームページ
http://www2.spacelan.ne.jp/~platz-u/index.html

●Eメール platz-u@m2.spacelan.ne.jp

TEL.286-1123   FAX.286-1132

スポーツクラブ 
プラッツうちなだ事務局 
（内　町文化会館内） 

問い合わせ先

［月 10時～17時　火～金 10時～18時　 
　　　　　　　　　　　　第2・4土 13時～17時］ 
 

 

（内線32番） 

Vol.10

※4月より体育館開放の時間を、16時までとさせていただきます。

向粟崎
アカシア
旭ヶ丘
緑 台
千鳥台
向陽台
鶴ヶ丘1、2、3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大根布

1,702

445

427

781

1,321

744

1,595

961

663

1,653

1,785

552

478

850

1,366

824

1,662

1,040

698

1,700

3,487

997

905

1,631

2,687

1,568

3,257

2,001

1,361

3,353

1,183

364

332

601

884

536

1,115

728

521

1,139

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

◆内　町字別人口世帯数 平成18年1月末

大清台
大学
ハマナス
宮坂
北部土地区画
西荒屋
室
湖西
計
前月増減

503

388

388

428

207

526

223

78

13,033

1

468

586

400

449

210

533

258

81

13,940

△15

971

974

788

877

417

1,059

481

159

26,973

△14

458

537

283

267

127

320

148

51

9,594

6

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

プラッツうちなだの年間プログラムが発行されてい

ます。どうぞ御活用ください。

また各団体の更新手続きを随時受付けています。締め

切りは3/25（土）ですので、お早めにお願いします。

●会員開放は下記の通りですのでご活用下さい。

イベント・セミナー名

プール開放
（水中エクササイズ同時開催）

体育館開放

体育館開放

3/18（土）・4/15（土）

3/12（日）・4月はお休み

3/26（日）・4/23（日）

10:00～
12:00

13:00～
17:00

13:00～
17:00

温水プール

向粟崎体育館

勤労者体育センター

日 時 間 場 所

内 町土地公図及び現況図整備委託業務
湖西地区面整備実施設計委託業務
大根布バイパス管建設土質調査委託業務
湖西地区土質調査委託業務

1月30日
2月10日
2月10日
2月10日

1
2
3
4

（株）国土開発センター
（株）東洋設計
（株）ホクコク地水
（株）日研技術

01,050,000
13,125,000
04,620,000
01,365,000

入 札 名入札月日番 号

（100万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）

北部土地区画H60、63、64街区宅地整地工事
北部土地区画H61街区宅地整地工事
北部土地区画H62街区宅地整地工事
千鳥台2丁目地内宅地造成工事に伴う上水道管布設工事
中央公民館天井改修工事

1月30日
1月30日
1月30日
1月30日
2月10日

●内 町では、公平な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表をしています。対象は平成17年７月１日からの予定価格130万
円以上の建設工事です。

1
2
3
4
5

毎田建設（株）
浅田建設（株）
（有）西川土木
紙丸設備
（株）表組

37,275,000
14,385,000
13,996,500
02,415,000
05,617,500

入 札 名入札月日番 号

（予定価格公表工事130万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）
38,896,200
14,768,250
14,350,350
02,510,550
05,907,300

予定価格（税込み）

平成17年度入札契約一覧



もえないごみ、粗大ごみ、資源物 
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03月15日［水］
04月19日［水］

03月16日［木］
04月20日［木］

03月17日［金］
04月21日［金］

●向粟崎保育所
●宮坂保育所
●北部保育所

●緑台保育所
●鶴ヶ丘保育所
●向陽台保育園

●鶴ヶ丘東保育所
●大根布保育所

ごみ搬出量平成18年1月分

591.81
（△ 16.36）

12.06
（△ 16.25）
603.87

（△ 32.61）
22.39

（△ 1.19）

26.84
（＋ 23.51）

もえるごみ
（対前月比）

平成18年

564.99
（△ 44.43）

586.68
（△ 47.71）

19.91
（＋ 1.66）

平成17年

＋ 26.82

＋ 17.19

＋ 6.93

差引（ － ）

＋ 4.75％

21.69
（△ 3.28） △ 9.63 △ 44.40％

21.77
（△ 1.78） ＋ 0.62 ＋ 2.85％

＋ 2.93％

＋ 34.81％

増減率

もえないごみ
（対前月比）

計
（対前月比）
町民1人当り（㎏）
（対前月比）

缶・びん・
ペットボトル等
（対前月比）

（単位：トン）

3月～4月

未来のためのリサイクル

A A BB

◆4月から粗大ごみの有料戸別収集が始まります。詳しい内容につい
ては別に配付するチラシをご覧ください。また、粗大ごみに貼って
いただく処理券は、差当り町内の大型店等にて販売します。（町ホー
ムページにて販売店一覧を掲載します。）なお、指定収集業者は後
日配付する「家庭ごみカレンダー」に掲載します。

4月
収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖 西

毎週
火・金

毎週
月・木

毎週
火・金

もえる
ごみ

もえない
ごみ 資源物

25
11:00～12:00
18:30～19:30

5 3

18
19:00～20:00

18
18:30～19:30

18
19:00～20:00

18
19:30～20:30

20
19:00～20:00

20
20:00～21:00

20
19:00～20:00

21
6:30～7:30

28
6:30～7:30

27
19:00～20:00

27
19:00～20:00

23
8:00～8:30

25
8:00～9:00

25
19:00～20:00

25
18:30～19:30

25
19:00～20:00

25
19:00～20:00

25
18:00～19:00

25
18:30～19:30

12

12

12

12

14

14

14

7

14

7

7

7

7

5

5

5

5

5

5

粗大
ごみ

10

10

10

10

11

11

11

4

11

4

4

4

4

3

3

3

3

3

3

3月

毎 週
火・金

毎 週
月・木

毎 週
火・金

もえる
ごみ

もえない
ごみ 資源物

24
11:00～12:00
18:30～19:30

1

17
19:00～20:00

17
18:00～19:00

17
19:00～20:00

17
19:30～20:30

16
19:00～20:00

16
20:00～21:00

16
19:00～20:00

17
6:30～7:30

24
6:30～7:30

23
19:00～20:00

23
19:00～20:00

19
8:00～8:30

24
8:00～9:00

24
19:00～20:00

24
18:30～19:30

24
19:00～20:00

24
19:00～20:00

24
18:00～19:00

24
18:30～19:30

8

8

8

8

10

10

10

3

10

3

3

3

3

1

1

1

1

1

1

浅野医院（内・小） 由雄クリニック（内・循）

上島クリニック（婦・産・内）

北谷クリニック（消・外・小・内）

二宮内科医院（内・小）

茶谷医院（内・小）

さかきばら内科医院（内・小）

かほく市宇野気リ135 TEL.283-0002

津幡町清水ア25 TEL.289-2233

かほく市高松ア1-1 TEL.281-8801

津幡町潟端ト70-8 TEL.288-3188

内 町西荒屋53 TEL.286-8478

津幡町庄ト1-15番地 TEL.288-7770

らいふクリニック（内）

紺井医院（内・小）

石倉クリニック（外科・皮）

津幡町横浜は50-6 TEL.288-8584

かほく市白尾ロ32-1 TEL.283-6200

内 町緑台1丁目7 TEL.238-1277

津幡町北中条40街区8番 TEL.289-7767

※都合により変更する場合がありますので、
当日の新聞等でご確認ください。

19［日］

21［火・祝］

3月
March

12［日］
26［日］

4月
Spring

2［日］

ゴ
ミ
収
集
／
当
番
医

アルミ缶、スチール缶、ペットボトルなどは、毎月１回各町
会で回収していただいていますが、お仕事などの都合で町会
での回収へ持ち込みできない方のため、次のとおり休日リサ
イクルを行いますのでご利用ください。

問い合せ先

3月19日［日］
場　所

内　容 アルミ缶、スチール缶、ペットボトル、ビン類、
紙パック、廃食用油

お願い 缶、ビン類、ペットボトル等は洗ってお持ちください。

日　時 午前10：00～11：30

町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701

役場１階裏駐車場
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

金
沢
医
科
大
学
病
院
で
診

療
放
射
線
技
師
を
し
て
い
ま

す
。
地
域
医
療
に
携
わ
り
20

年
以
上
経
ち
ま
し
た
。
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
は
、
少
年
野
球

内

エ
ン
ゼ
ル
ス
で
コ
ー
チ

を
し
て
い
ま
す
。き
っ
か
け
は
、

中
二
の
息
子
が
、
小
三
の
春

に
突
然
『
僕
、
野
球
や
り
た

い
！
エ
ン
ゼ
ル
ス
に
入
る
』で

し
た
。
当
初
は
、
私
自
身
、
野

球
の
経
験
も
無
く
、
子
供
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
中
野
前
監
督
に
、
い
ろ

い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
監
督
の
努
力
と
子
供
た
ち
の
頑

張
り
で
、
平
成
15
年
度
高
円
宮
杯
石
川
県
大
会
決
勝
ま
で
上
り
詰
め

ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
可
能
性
、
ご
く
普
通
の
子
ど

も
が
、
日
々
の
努
力
で
こ
こ
ま
で
で
き
る
の
だ
と
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

後
輩
た
ち
に
も
あ
の
感
動
を
…
！
と
思
い
、
子
供
達
と
い
っ
し
ょ
に
、

私
が
卒
業
し
た
小
学
校
で
夢
を
追
い
か
け
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
が
趣
味
な
の
で
、
内

エ
ン
ゼ
ル
ス
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
鶴
ヶ
丘
、
清
湖

の
子
供
た
ち
、
そ
し
て
仕
事
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
！
い
っ
し

ょ
に
野
球
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

http://w
w
w
.g
eocities.jp/uchinadaang

els/

塩
害
で
朽
ち
た
内

球
場
の
修
復
を
し
て
ほ
し
い

次回のまいどさんは
中井さんから
誰にバトンタッチ
するのかお楽しみに!

このコーナーでは、
毎回出場者に次回出場者を

リレー方式で
紹介してもらいます。

今
月
は

山
口
省
吾
さ
ん

か
ら
紹
介
の
あ
っ
た

中
井
士
郎
さ
ん

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
か

い

し

ろ
う

や
ま

ぐ
ち

し
ょ
う

ご

平
成
18
年
2
月
10
日
迄

中井士郎さん

西に
し

田だ

哲て
つ

也や

緑
台
２

東ひ
が
し

麻ま

衣い

子こ

緑
台
２

渡わ
た

辺な
べ

徹
と
お
る

大
根
布
６

針は
り

山や
ま

芳よ
し

子こ

大
根
布
６

い
ま

岡お
か

泰た
い

生せ
い

向
粟
崎
２

折お
り

坂さ
か

み
つ
る

向
粟
崎
２

氏

名

父
・
母

住

所

横
谷

よ
こ
た
に

玲
門

れ

ん

正
友
・
千
春

宮
坂

松
本

ま
つ
も
と

菜
々
子

な

な

こ

浩
・
留
美
子

鶴
ケ
丘
２

船
本

ふ
な
も
と

大
翔

つ

ば

さ

圭
二
・
真
知
子

千
鳥
台
４

中
村

な
か
む
ら

咲さ

介す
け

健
一
・
仁
美

鶴
ケ
丘
５

江え

夏な
つ

康
介

こ
う
す
け

偉
岳
・
か
な
絵

千
鳥
台
１

英あ
な
た

宗
一
朗

そ
う
い
ち
ろ
う

博
人
・
華
苗

西
荒
屋

井
上

い
の
う
え

耀よ
う

太た

啓
・
睦
子

緑
台
２

中
端

な
か
ば
な

比
呂

ひ

ろ

勝
己
・
有
香

湖
西

伊
戸

い

と

川が
わ

勇は
や

人と

健
・
仁
美

大
学
２

坂
元

さ
か
げ
ん

心こ

羽は
ね

大
樹
・
美
佳
子

大
根
布
１

斎
藤

さ
い
と
う

愛
唯

ま

い

裕
二
・
啓
子

大
根
布
５

喜
多

き

た

美み

遥は
る

永
一
・
改
紅

ア
カ
シ
ア
１

出で

村む
ら

優ゆ
う

厳き

知
之
・
み
ゆ
き

大
清
台

喜
多

き

た

結ゆ
い

菜な

宏
樹
・
雅
代

向
粟
崎
５

氏

名

父
・
母

住

所

北
川

き
た
が
わ

弥や
く

雲も

径
・
暁

大
根
布
２

中な
か

居い

優ゆ
う

花か

賢
治
・
博
子

大
清
台

南み
な
み

明
里
咲

あ

り

さ

哲
治
・
砂
織

向
粟
崎
５

中
村

な
か
む
ら

結
希
晴

ゆ

の

は

和
也
・
千
鶴

千
鳥
台
４

並な
み

田た

紗
弥

さ

や

忠
政
・
倫
代

緑
台
２

氏

名

住

所

年

齢

上か
み

出で

静し
ず

枝え

千
鳥
台
１

８９
歳

宮
島

み
や
じ
ま

豊と
よ

子こ

向
粟
崎
２

９１
歳

た
か

田だ

憲け
ん

二じ

大
根
布
２

７５
歳

奥
村

お
く
む
ら

外そ
と

夫お

鶴
ケ
丘
１

５６
歳

八
田

は

っ

た

節せ
つ

子こ

西
荒
屋

４８
歳

桑
原

く
わ
ば
ら

惣そ
う
り
ゅ
う

鶴
ケ
丘
４

７４
歳

村
上

む
ら
か
み

源
三

げ
ん
ぞ
う

ア
カ
シ
ア
２

８４
歳

長ち
ょ
う

益ま
す

枝え

鶴
ケ
丘
２

８６
歳

和
泉

い

ず

み

幸さ
ち

子こ

ア
カ
シ
ア
２

６２
歳

野の

坂さ
か

捷
容

か
つ
や
す

向
粟
崎
１

６７
歳

板い
た

谷や

き
し

旭
ケ
丘

９７
歳

伊い

藤と
う

賢け
ん

治じ

鶴
ケ
丘
１

５４
歳

岡お
か

田だ

チ
ヨ

大
根
布
４

９５
歳

中
川

な
か
が
わ

富と
み

雄お

大
根
布
５

５４
歳

小
野

お

の

堅け
ん

二じ

千
鳥
台
１

９２
歳

本ほ
ん

田だ

雅ま
さ

生お

鶴
ケ
丘
３

７２
歳
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い
ま
さ
ら
言
う
こ
と
で
も
な

い
の
で
す
が
、
2
月
は
あ
ま
り

に
も
短
す
ぎ
ま
す
。
広
報
紙
の

作
成
作
業
は
だ
い
た
い
発
行
月

の
前
月
の
１５
日
か
ら
始
ま
り
、

月
末
に
は
完
成
と
い
う
日
程
で

す
。
た
だ
で
さ
え
結
構
厳
し
い

日
程
で
す
。
１
日
あ
る
か
な
い

か
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま

す
。
2
月
も
せ
め
て
毎
年
あ
と

１
日
だ
け
で
も
多
け
り
ゃ
い
い

の
に
！
と
思
っ
た
3
月
号
の
作

成
で
し
た
。

K．

K．

日
に
日
に
陽
射
が
明
る
く
な

り
、
春
間
近
を
思
わ
せ
ま
す
。

今
月
号
広
報
で
、
4
月
に
文
化

会
館
で
行
わ
れ
る
ジ
ャ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
ヴ
ォ
ー
カ
ル
を

募
集
し
て
い
ま
し
た
。
歌
う
こ

と
は
大
好
き
！

大
昔
、
合
唱

団
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
も

…
。
ど
う
し
よ
う
…
。
隣
に
座

る
相
方
に
視
線
を
投
げ
る
と
、

「
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」と

ボ
ソ
リ
。
心
な
し
か
あ
き
れ
た

よ
う
な
笑
い
が
横
顔
に
貼
り
つ

い
て
い
た
よ
う
な
…
。う
ー
ん
。

応
募
が
誰
も
い
な
か
っ
た
ら
考

え
よ
う
か
。
…
…
春
は
人
の
心

を
浮
き
立
た
せ
ま
す
。
M．

K．

うちなだの軌跡
今月のハイライト

砂防のための植栽工事
昭和38年1月

第9回

内 は海と潟に挟まれた砂丘地であり、この潟
と砂丘の開発は内 に住む人々にとって常に大
きな課題でした。
砂丘の開発に必要な砂防工事はすでに藩政期か

ら行われており、その後も明治期、大正期と植林
等の砂防工事は内 村の重要な事業の一つでし
た。アカシアの植林は、戦後米軍試射場ができた
当時、国から見返りに払い下げされた砂丘地で続

けられ、石川県の直営事業や国の砂丘地開墾事業
と装いを変え、昭和４１年まで続けられました。昭
和３８年１月発行の広報うちなだでは、植栽工事の
進捗状況等が伝えられています。工事に従事した
のは主婦などが多く、アカシアの苗を背負い一本
一本植え付け、根元に藁を敷いて植林帯を広げて
いきました。

●植栽工事に従事する主婦の皆さん


